
【全体】
担　　　当 氏　　　名 担　　　当 氏　　　名

分 区 長 生田  收 相　　談　　役 蘆田　敏郎
副　分　区　長 田中　弘子 監　　　　　事 一階　郁子

横瀬　博 網本　四郎
岩澤　啓子

会　　　　　計 本郷　克子
事　　務　　局 井上　さち子

守本　博

【専門部】 ★は部長
担　　　当 氏　　　名 担　　　当 氏　　　名

広　　報　　部 ★井澤　淳子 障がい者・児支援部 ★井上　さち子(兼)
日高　昭夫 溝口　恵子
柏木　博 笠井　三千代

白谷　悦子 石田　美代子
黒瀬　洋子 宗村　泰明

中村　かほり 岸本　芳子
研　　修　　部 ★中野　陽子 高江洲　晴枝

瀬戸　泰博 高齢者福祉部 ★十鳥　敦
曽我　嘉和 山田　末廣
栖川　真子 永田　辰雄

福井　美也子 高橋　貞義
宮本　貴敬 国田　順三

地域交流部 ★横井　庄子 山田　啓次
(ふれあい喫茶) 辻田　悦子 橋本　清

北六甲台 棚原　利恵子 木割　敏男
松尾　智子 ボランティアセンター ★古南　圭子

荻野　キミ子 井澤　淳子
深川　住江 深川　住江

(ふれあい喫茶) 松山　佳代子 山田　万里子
上山口東 横瀬　道代 溝口　恵子

片桐　文代 田中　弘子
若松　純代 井上　さち子
松岡　照美 横井　庄子

子育て支援部 ★辻田　悦子 本郷　克子
(ともだちつくろう) 龍山　敬世 渡邉　文子

黄河　りつ子 辻田　悦子
東島　典子 松山　佳代子
西村　清子 横瀬　道代

中崎　いずみ
中　早苗

財　　務　　部 ★渡邉　文子
(募金・会員会費) 足立　春代

葦田　里子
向江　伸之
暮石　良子
矢沢　光兼
清川　芳子
浜田　秀子

山田　万理子
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台

分

区

第

十

八

回

総

会

去
る
五
月
十
九
日
、
分
区
の
代
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
上
山
口
東
自
治
会
の
印
南
氏
を
議
長
に
選
出
し
、
二
十
四

年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
新
役
員
の
選
出
が
承
認
さ
れ
、
二
十
五
年
度
の
事
業
計
画

案
、
会
計
予
算
案
も
代
議
員
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
五
年
度
も
「
誰
も
が
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
よ
り
充
実
に
つ
と
め
な
が
ら
、
全
員
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
集
ま
り
の
組
織
で
あ
る
社
協
分
区
と
し
て
、
引
続
き

皆
さ
ん
の
ご
支
援
の
も
と
地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
度
は
特
に
、
安
心
キ
ッ
ト
導
入
に
向
け
て
準
備
を
整
え

推
進
啓
発
を
図
り
ま
す
。「
安
心
を
ふ
や
す
！
」
を
テ
ー
マ
に
高

齢
者
等
の
見
守
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

一
、
見
守
り
・
支
援
活
動

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

北
六
甲
台
安
心
プ
ラ
ザ

福
祉
相
談
・
情
報
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生
活
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
機
能
を
活
用
し
た
支
援

ニ
、
交
流
活
動
（
（
定
期
的
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
）

〇
ふ
れ
あ
い
喫
茶

第
二
水
曜
日

北
六
甲
台
自
治
会
館

第
三
水
曜
日

上
山
口
安
心
プ
ラ
ザ

○
青
い
空
（
（
障
が
い
者
・
児
支
援
活
動
）

毎
週
月
曜
日

北
六
甲
台
安
心
プ
ラ
ザ

○
友
だ
ち
つ
く
ろ
う

第
四
金
曜
日
午
前

北
六
甲
台
コ
ミ
セ
ン

○
敬
老
の
集
い

九
月
十
四
日

北
六
甲
台
小
学
校

○
三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

十
一
月
十
七
日

北
六
甲
台
小
学
校

○
ふ
れ
あ
い
交
流
会

一
月
下
旬

（
七
十
五
歳
以
上
の
皆
様
の
食
事
交
流

会
）

三
、
広
報
・
学
習
活
動

○
広
報
紙

ぬ
く
も
り

発
行

○
研
修
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

福
祉
関
係
の
研
修
講
座
の
開
催
（
年
三
回
）

四
、
募
金
活
動

○
日
赤
社
資
募
集
・
共
同
募
金
・
歳
末
助
け
あ
い
募
金

五
、
社
協
山
口
支
部
主
催

○
さ
く
ら
ま
つ
り
の
開
催

六
、
地
域
諸
団
体
と
の
連
携

※
社
協
会
員
募
集
中

一
口

五
百
円

地
域
福
祉
活
動
に
理
解
と
関
心
を
持
ち
、
会
費
を
納
入
す

る
こ
と
で
社
協
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
く
の
が
会
員
会
費

制
度
で
す
。
昨
年
度
は
、
個
人
会
員
五
三
三
口
、
企
業
会
員

一
六
口
で
し
た
。
各
自
治
会
等
の
ご
支
援
も
頂
い
て
い
ま

す
。主

た
る
活
動
計
画
の
み
を
列
記
い
た
し
ま
し
た
が
、
住

民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
繋
が
り
を
図
る
住
民
主
体
の
地
域
福

祉
活
動
で
す
。
と
り
わ
け
新
規
事
業
の
「
安
心
を
ふ
や
す
、

安
心
キ
ッ
ト
の
導
入
」
に
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
、

み
ん
な
で
み
ん
な
を
地
域
の
主
人
公
に
！
み
な
さ
ん
を
は

じ
め
、
各
団
体
組
織
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら

平成２５年度 北六甲台分区役員名簿
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リース

トライやるウィークを受け入れて
障がい者・児支援部 井上 さち子

５月２７日、障がい者・児支援部「青い空」に3人の女生徒

が訪れました。朝９時から「青い空」の一日が始まります。机、

椅子並べ、マット敷き、簡易トイレのベッドメイキング、車椅子

用の雑巾準備などを担当２人と一緒に行ってもらいました。

来訪された３人の障がい者と２人のヘルパーさんなど総勢

１０人の自己紹介の後、地域での現状や、居場所づくりのた

めの「青い空」の必要性を説明しました。

午前中は、現在作成中の文化祭用のリース作りを手伝ってもらいました。折り紙のパーツを作ったり、

リースに組み立てたりの作業です。今まで織り上げたパーツを数えてもらうと２７００枚ほどでした。「塵も積

もれば山となる」ように毎回こつこつと織り上げ積み重ねたすばらしさを感じました。お母さんの手作りのお

弁当を給食よりもおいしいと感謝しながら昼食をとりました。

午後は、あまり暑くなく散歩に最適な陽気に誘われて近所の鍋倉公園まで出かけました。帰ってからの

ティータイムでは紅茶などを飲みながら、今日の感想を述べてもらいました。「障がい者の方の大変さ」「青

い空のような施設があることを初めて知った」「ちょっと大変だったが良い体験ができた」などの感想があり

ました。３時まで過ごした後、みんなで片づけを終え、丁寧に挨拶をして帰られました。

毎年トライやるウィークを受け入れてきましたが、その中から一人でも福祉に関心を持ち、障がい者の支

援ができる職業に就いていただけたらと願いつつ、受け入れの一日を終えました。

６⽉５⽇（⽔）午前１１時から第１回ボランティア研
修会が⼭⼝苑で約４０名の参加者を得て開催されました。
今回は、⼭⼝苑の管理栄養⼠の中島由貴さんから「⾼齢
者の⾝体と⾷事」をテーマに話していただきました。
⾼齢者は加齢に伴って⻭の状態が悪化し、噛んだり飲

み込む⼒が衰え、消化液の分泌量が低下します。そのた
め⾷事が減退し栄養不⾜になりがちです。その結果、転
倒すると⾻折したりしやすくなります。加齢に伴って、

第１回ボランティア研修会 高齢者の身体と食事

そのあと嚥下⼒の衰えてきた⼈向けの飲物としてトロミをつけたほうじ茶や家庭でできるミ
ネラルウォーターが紹介され、その作り⽅を聞いたり試飲したりしました。最後にスタッフの
指導のもと、笑いに包まれながら嚥下体操を⾏いました。
講話の後、昼⾷準備に忙しい時間帯でしたが、施設⾒学をさせて頂きました。⼊所の皆さん

の明るい眼差しに⽇頃の職員の⽅々の気遣いや思いやりを感じました。今回の研修会のために
⼭⼝苑の皆さんには⼤変お世話になり感謝しております。今回の研修で得たことをボランティ

渡邉 文子

安
⼼
キ
ッ
ト
導
⼊
準
備
会

安
心
を
増
や
す
！

安
心
キ
ッ
ト
導
入
に
着

■
安
心
キ
ッ
ト
導
入
準
備
会
の
設
置

安
心
キ
ッ
ト
導
入
は
、
そ
う
し
た
現
状
を
背
景
に
、
見
守

り
環
境
の
整
備
に
向
け
た
地
域
の
取
組
み
の
第
一
歩
で
す
。

そ
の
た
め
社
協
分
区
を
中
心
に
、
福
寿
会
、
民
生
委
員
、
市

社
協
分
区
担
当
者
な
ど
の
代
表
者
に
よ
る
「
導
入
準
備
会
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
生
田
分
区
長
、
本
郷
分

区
会
計
、
片
山
福
寿
会
副
会
長
、
日
高
民
生
委
員
、
高
田
市

社
協
分
区
担
当
の
五
名
で
す
。

六
月
四
日
に
第
一
回
導
入
準
備
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で

「
安
心
キ
ッ
ト
導
入
の
声
掛
け
対
象
者
の
特
定
、
声
掛
け
の

方
法
、
応
募
者
へ
の
安
心
キ
ッ
ト
の
配
布
方
法
、
緊
急
情
報

の
管
理
と
更
新
の
方
法
、
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
な
ど
の
課

題
を
検
討
し
ま
し
た
。

社
協
北
六
甲
台
分
区
の
高
齢
者
の
見
守
り
環
境
の
整
備
に

向
け
た
第
一
歩
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

ご協力

ありがとうございました

日赤社資募金の結

果
(６/１０現在）

日赤社資 116,000円

街頭募金 39,269円

計 155,269円

去
る
五
月
十
九
日
の
分
区
総
会
で
今
年
度
の
事
業
計
画
の
重
点
テ
ー

マ
に
「
高
齢
者
の
見
守
り
の
推
進
」
が
あ
げ
ら
れ
、
と
り
わ
け
「
安
心

キ
ッ
ト
の
導
入
に
向
け
て
の
準
備
」
が
分
区
長
か
ら
力
強
く
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
安
心
キ
ッ
ト
と
は
？

安
心
キ
ッ
ト
（
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
）
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
用
紙
や
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
、

筒
状
の
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
き
、
緊
急
時
に
救
急
隊

員
に
簡
単
に
見
つ
け
て
も
ら
っ
て
迅
速
な
搬
送
に
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
の
ツ
ー
ル
で
す
。
全
国
の
自
治
体
で
導
入
が
広
が
っ
て
お
り
、
西
宮

市
で
も
社
協
に
よ
る
モ
デ
ル
地
区
で
の
実
験
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
北
六
甲
台
の
高
齢
者
見
守
り
の
現
状

北
六
甲
台
分
区
で
も
北
六
甲
台
が
二
二
％
の
高
齢
化
率
と
な
り
、
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
の
見
守
り
環
境
の
整
備
が
急
務
で
す
。

安
心
キ
ッ
ト
の
筒
と

同
封
す
る
緊
急
情
報
用
紙

と
こ
ろ
が
現
状
の
見
守
り
環
境
は
次
の
よ
う

に
必
ず
し
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
地
域
で
誰
を
見
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
個
人
情
報
保
護
の
壁
も
あ
り
把
握
で
き

て
い
な
い
。

◆
災
害
時
に
自
力
避
難
が
困
難
な
人
の
安
否

確
認
の
仕
組
み
が
な
い
。

◆
高
齢
者
の
間
接
的
な
見
守
り
環
境
で
あ
る

福
寿
会
へ
の
加
入
や
憩
い
の
家
や
ふ
れ
あ
い

喫
茶
参
加
な
ど
が
不
十
分
で
固
定
化
し
て
い

る
。


